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展

望

第
二

十
七

回
国
際
宗
教
社
会
学
会
ト

リ
ノ

大
会
に

参
加
し

て

田

　
島
　
忠
　
篤

　

第
二

十
七
回
（
SISR

／
ISSR

）

国
際
宗
教
社
会

学
会
が

「

宗

教
と
世

代
」

と

い

う
テ

ー

マ

で

七

月
こ

十
一

日
か

ら
二

十
五

日
ま

で

の

期

間、

イ
タ
リ
ア

の

ト

リ
ノ

で
、

開
催
さ

れ

た
。

こ

の

学
会
の

大
会
は

、

二

年
ご

と

に

開
催
さ
れ、

四

年
前
の
一

九
九
九

年、

ベ

ル

ギ
ー

の

ル

ー

バ

ン

大
学
の

大
会
で

は、

創
立
五

〇
周
年
が

祝
わ
れ

た
。

前
回
は

二

〇
〇
一

年

に
、

欧
州、

北
米
以
外
の

地
で

は
、

初
め

て、

メ

キ

シ

コ

で

行
わ

れ

た
。

既

知
の

方

も

い

る

と

思

う

が、

こ

の

学

会
は、

「

国

際
」

（
ぎ
盆
∋
帥−

臨
o
コ

巴

と

い

っ

て

も
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
心
の

学
会
で

あ

り
、

メ

ン

バ

ー

も
開
催
地
も
従
っ

て

欧
州
が

多
い

。

ま

た、

成
立
時
の

経
緯
か

ら
、

学
会

の

公
式
言
語
が
英
語
と

フ

ラ

ン

ス

語
と

い

う、

ユ

ニ

ー

ク

な

学
会
で

も
あ

る。

勿
論、

大
会
当
日
の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト、

司
会
進

行
な

ど

両
国
語
で

運

営
さ

れ
る

。

英
語
の

発
表
の

後
に

フ

ラ

ン

ス

語
の

発
表
が

続
き、

英
語
の

発
表
に

対
し
て、

フ

ラ

ン

ス

語
で

質
問
が
出
さ

れ、

司
会
者
が

英
語
に

翻

訳
し

て
、

発
表
者
に

伝
え
て

か

ら

回

答
が

出
さ

れ

る
。

す
る

と
、

今
度

は
、

フ

ロ

ア

ー

の

誰
か

が

自
発
的
に

フ

ラ

ン

ス

語
に

翻
訳
す

る、

と

い

う

光
景
が

見
ら
れ

る
。

冒
頭
に

本

学
会
の

特
質
に

つ

い

て、

少
し

話
し
た

が
、

本
稿
で

は、

ま

ず
、

は

じ

め

に、

テ

ー

マ

お

よ
び
セ

ッ

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

述
べ
、

次
に、

日

本
関
係
者
の

発
表
に

触
れ、

最
後
に

若
干
の

著
者

の

感
想
を
述
べ

て、

大
会
報
告
と

し
た
い

。

　
「

宗
教
と

世
代
」

と

い

う
テ

ー

マ

が

選

出
さ
れ

た
理

由
と

し
て
、

今

回

の

大
会
で

任
期
満
了

と

な

っ

た

イ
ギ

リ
ス
・

ワ

ー

ウ

ィ

ッ

ク

大

学
の

ジ

ム

・

ベ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ド

会
長
か

ら、

ω
発
表

内
容
へ

の

汎
用
性
が

高
い

こ

と、

ω
こ

れ
ま

で

の

学
会

、

大
会
で

取
り
上
げ
ら
れ

て

来
な
か
っ

た

テ

ー

マ

で

あ
る

こ

と、

が

示
さ

れ

た
。

し

か

し
、

テ
ー

マ

に

関
す
る

本
会
議

（
プ

リ
ー
ナ
リ

ー
・

セ

ッ

シ

ョ

ン
）

で

は、

ア

メ

リ
カ

に

お

け
る

ア

フ

リ

カ

系
宗
教、

カ

リ
ブ

海
の

民
俗
宗
教、

ホ

メ

イ
ニ

没
後
の

イ
ス

ラ

ム

教
に

つ

い

て

世
代
を

軸
に

分
析
し

て

い

た
が
、

世

代
と

宗
教
に

関
す
る
一

般
的

な
理

論
を
目
指
す
ま

で

に

は

行
か

ず、

事
例

報
告
集
の

感
が

脱
し

き

れ

な

か
っ

た
。

汎
用
性
の

高
い

テ

ー
マ

だ
け
に、

異
な
っ

た
社
会
背
景
や

文
化

圏
で

の

セ

ッ

シ

ョ

ン

で

は
、

議
論
が

拡
散
し
て

い

た。

　
し

か

し、

世
代
に

関
す
る

面
白
い

研

究
と

し
て、

印
象
に

残
っ

た

も
の

を
二

つ

記
す
と
、

そ

の
｝

つ

は
、

旧
社
会
主

義
圏
で

の

世
代
に

よ

る

宗
教

意
識
の

差
に

関
す
る

調
査
研
究
で

あ
る

。

ソ

連
崩
壊
後、

ロ

シ

ア

で

は、

正
教
（
オ
ー

ソ

ド

ッ

ク

ス
）

の

教
会
が

増
え、

受
洗
者
が

増
加
し

て

い

る

が、

青
年
層
の

宗
教
に

対
す
る
意
識
が、

親

世
代
に

比
べ

て
、

よ

り
多
元

的
な

価
値
を
認
め
る

傾
向
に

あ
る
こ

と
を

報
告
し

て

い

た
。

ル

ー
マ

ニ

ア

で

も、

ま
た、

同
様
の

傾
向
が

報

告
さ
れ

て

い

た
。

同
一

部
会
の

異
な

る

発
表
で

あ
っ

た

が
、

社
会
主
義
的
価
値

観
お

よ

び
そ

の

体
制
が

崩
壊
し

た

後
に

社
会
化
さ

れ
た

青
年
層
世
代
と

崩

壊
前
に

社
会

化
さ

れ、

ア

ノ

ミ

ー

状
態
を
経
験
し

た
親
世
代
と

い

う

共
通

点
が

あ
っ

た
。

ロ

シ

ア
と

ル

ー
マ

ニ

ア

と

異
な
る

国
状
で

は
あ
る
が
、

世

代
を

通
し

て

社
会
変
動
と

宗
教
意

識
の

形
成
に

関
す
る

分
析
が

で

き
る

こ

と

を

示
唆
し

て

い

た
。

ま

た
、

イ

（465＞223
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ギ
リ

ス

の

ワ

ー
ウ

ィ

ッ

ク

大
学
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
で

新
宗

教
と

教
育
に

関
す

る

研
究
が

筆
者
の

関
心
を
引
い

た
。

イ
ギ
リ
ス

に

お

い

て

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

系

新
宗
教
が

創
立
し

た

大
学
な
ど
で

世

代
を
超
え
て

如

何
に

自
教
を

教
育
し

て

い

く
か

が

報
告
さ

れ

て

い

た
。

こ

れ

ら
新
宗
教
の

改
宗
第
一

世
代
の

信

仰
を
次
世
代
に

継
承

す
る

際、

教
育

機
関
を
通
し
て

実
施
す

る
点
に

関
し

て
、

日

本
の

宗
教
教
育
を

考
え
る

際
の

参
考
に

な
る

と、

筆
者
の

興
味
を

引
い

た
。

　
さ
て
、

日
本
関
係
の

研
究
者
に

つ

い

て、

今
回
は

、

十
二

名
の

発
表
者

と
一

名
の
コ

メ

ン

テ

ー
タ

ー
、

計
十
三

名
が

参
加
し

、

こ

れ

ま
で

に

な
い

大
規
模
の

参
加
と
な

っ

た
。

敬
称
を

略
さ

せ

て

い

た

だ

き、

氏
名
お

よ

び

所
属、

発
表

部
会、

発
表
題
目
の

順
に

紹
介
す
る

と
、

安
蘇
谷
正
彦
（
國

學
院
大

學）

は、

「

日

本
と

ア

メ

リ
カ

の

宗
教
」

部
会
で、

「

神
道
の

伝
統

と

世
代
」

に

つ

い

て、

中
野
毅
（

創
価
大
学）

は
、

「

宗
教
と

政
治

超
越
か

ら

内
在
へ
」

部
会
で

、

「

日

本
に

お

け
る

仏
教
（

徒
の

宗
教）

に

よ

る

新
し

い

形
の

政
治
参
加
」

を、

奥
山
倫
明
（

南
山
宗
教
文

化
研
究
所）

は、

「

宗
教
的
多
元
主
義
　
　
比
較
の

視
点
か

ら
」

の

部
会
で
、

「

宗
教

多

元
主
義
時
代
に

お

け

る

神
道

神
社
　
　
靖
国

神
社
の

事
例
」

を、
同
訂
「

冨

uD

齢
昌
o
ユ

三

（
東
京
大

学）

は、

「

ニ

ュ

ー
・

フ

ァ

ミ

リ
ー

と

宗
教
」

部
会

で
、

特
に
、

「

ニ

ュ

ー
・

フ

ァ

ミ

リ
ー

と

宗
教

　
　

日
本
に

お

け
る
ニ

ュ

ー
・

フ

ァ

ミ

リ

ー

と

儀
礼
的
正

統
化
」

を、

そ

れ
ぞ

れ

発
表
し

た
。

「

現

代

社
会
に

お

け
る

私
的、

公

的
慰
霊

儀
礼
」

の

部
会
で

は、

栗
原

淑
江

（

東
洋
哲

学
研
究
所）

が
、

「

現

代
日

本
に

お

け

る

葬
送
儀
礼
の

変
容
に

つ

い

て
」 、

ま

た、

同
研
究
所
の

粟
津
賢
太
は

、

「

現
代
日

本
の

状
況
に

お

け
る
記
憶
の

ハ

イ
ブ
リ

ッ

ド

性
と

戦

争
の

記
憶
」

に

つ

い

て

報
告
し

た
。

ま
た、

「

セ

ク

ト

と

新
宗
教
運

動
（
Z
 

ぞ

刃
 
＝

ぴq

ご
ロ
ω

ζ
o
＜
Φ

∋
Φ

琴
ω）
」

の

部
会
で

は
、

稲
場
圭

信
（

神
戸

大
学）

が
「

新

宗
教

運

動
へ

の

改

宗

　

　
ジ
ー
ザ

ス
・

ア

ー

ミ

ー
と
フ

レ

ン

ズ
・

オ

ブ
・

ウ

エ

ス

タ

ン

・

ブ
ッ

デ
ィ

ス

ト
・

オ

ー
ダ
ー

の

事

例
に

つ

い

て
」 、

そ

し
て、

筆
者
が

「

農

村

　

　
都
市
移
住
者
の

新
宗
教
と
次

世
代
の

新
新
宗
教
」

に

つ

い

て

報
告
し

た
。

こ

の

部
会
で

は
、

ブ

ラ

イ
ア
ン

・

ウ

ィ

ル

ソ

ン

の

「

十
九
世
紀
と

二

〇

世
紀
に

お

け
る

千
年
王

国
運

動
と

セ

ク

ト

の

形
成
」

に

つ

い

て

の

発
表

も
予

定
さ
れ
て

い

た
が
、

大
会

前
日

に

体
調
を
崩
さ

れ、

イ
ギ
リ
ス

に

帰

国
し、

参
加
で

き
な
か

っ

た
こ

と
は

惜
し

ま

れ
た

。

　

今
回
の

大
会
で

日

本
関

係
者
の

発
表
で

注
目
す
べ

き
点
と

し

て
、

上
記

の

半
分
に

も
含
ま

れ
て

い

る

よ

う
に

、

日
本
の

中
堅

研
究
者
た
ち
が

多
く

参
加
し

て

い

る

こ

と
で

あ
る

。

開
催
者
主
催
の
パ

ー

テ

ィ

で

も、

物

怖
じ

す
る

こ

と

な
く、

欧

米
の

研
究
者
は

も

と

よ

り、

ト

ル

コ
、

イ
ン

ド、

メ

キ

シ

コ
、

ブ
ラ

ジ
ル

か

ら
の

研
究
者
と

も
積
極
的
に

会

話
を

し
て

い

る

姿

が

目
立
っ

た
。

そ
の

積

極
性
の

中
で

も
、

特
に
、

「

日

本
の

比
較
的

若
い

世
代
の

生

死
観
」

と

い

う

部
会
を
積
極
的
に

立
ち
上

げ
た

こ

と

は、

評
価

さ

れ

よ

う
。

そ

の

部
会
で

は、

弓
山
達
也
（
大
正

大
学
）

が

「

生

命
主

義

的
救
済
観
の

再
考
」

を
、

伊
藤
雅
之
（
愛
知
学
院
大
学
）

が

「

日

本
の

大

学
生
の

死

と

死
後
の

世
界
に

対
す
る

イ
メ

ー

ジ
し

を、

小
池
靖
（
日

本
学

術
振
興
会

特
別

研
究

員
）

が

「

日

本
の

セ

ラ

ピ

ー

文

化
に

お

け
る

死
」

を、

そ

し

て、

最
後
に

、

樫
尾
直
樹
（
慶
應
義
塾
大
学
）

が

「

現
代
日
本

青
年
の

死
へ

の

情
熱
と

観
念

−
漫

画
バ

ガ
ボ
ン

ド
の

読
者
を

通
し

て
」

を
発
表
し
、

岩
井
洋
（
関
西
国

際
大

学）

が
コ

メ

ン

テ
ー

タ
ー

を

つ

と

め

た
。

ど

の

発
表
も
現
代
日
本
の

生
死

観
を

解
く、

発
表
で

あ
っ

た
。

し

か

し、

一

つ

に

は
、

発
表
時
間
帯
の

問
題、

も

う
一

つ

は
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中

心
の

学
会
で

あ
る
た

め
か
、

興

味
を

持
つ

人
が

少
な
か

っ

た

の

が

残
念
で

224（466｝
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望展

あ
っ

た
。

オ

ウ

ム

真
理

教
事
件
を
受
け

て、

一

九
九
七
年
の

第
二

十
四

回

ト

ゥ

ー

ル

ー

ズ

大
会
で
、

日
本
人
研
究
者
に

よ

る
日
本
の

新
宗
教
に

つ

い

て

映

像
を

交
え
な

が

ら

部
会
を

開
い

た

が
、

そ

の

時
も
興
味
関
心
を
示

す

欧
米
の

研

究
者
は

少
な

か

っ

た
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
心
の

学
会
だ
か

ら
仕
方

が
な
い

の

で

あ
ろ

う
か
。

　

本
報
告
の

最
後
と

し

て、

筆
者
の

若
干
の

感
想
を
述
べ

て

み

た

い
。

開

催
地
が

イ
タ

リ
ア

で

あ
る

こ

と

か

ら
か、

中
南
米、

ア

フ

リ
カ、

中

近

東、

ア

ジ
ア

か

ら
の

研
究
者
の

参
加
が

少
な
か

っ

た
。

特
に、

日

本
の

位

置
す
る

束
ア

ジ

ア

（
中
国、

台
湾、

韓
国）

か

ら
の

参
加
者
は、

日

本
以

外
は、

今
回
も

皆
無
で

あ
る
。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

中
心
の

学
会
か

ら

名
実
と

も

に

世
界
学
会
に

な
る

た
め

に

は、

や

は

り
中

南
米、

ア

フ

リ
カ、

中
近

東
、

ア

ジ
ア

か

ら

の

参
加
は
必
要
で

あ
る

。

そ
の

た
め

に

も、

日

本
の

近

隣
諸
国
の

研
究
者
が

参
加
す
る

こ

と

を
切
に

望
む

。

　
近

年
、

日
韓
の

宗
教
研
究

者
の

交
流
が

盛
ん

に

行
わ

れ

て

い

る
。

こ

う

い

っ

た

二

国
間
の

交
流
を
基
礎
に、

さ

ら
に、

中
国
や

台

湾
な
ど

と

も

交

流
も

深
め

て

い

く
必
要
が
あ
る

。

東
ア

ジ

ア

に

は、

ユ

ダ
ヤ

、

キ

リ

ス

ト

教
、

イ

ス

ラ

ム

教
と

は

異
な
る、

仏
教、

儒
教、

道

教
と

い

っ

た

共
通
の

宗
教
文
化
を
持
つ

背
景
が
あ
る

。

そ

し
て
、

こ

れ

ら

の

諸
国
で

興
っ

た、

ま

た

は

興
り
つ

つ

あ
る

高
度
経
済

成
長
に

よ

る

社
会

変
動
も

時
間
差
は

あ

れ
、

「

遅
れ

て

き
た
も

の

の

近
代
化
」

と

し

て

共
通
性
が

あ
る

。

東
ア

ジ

ア

全
体
で
、

戦
後
の

産
業
化
・

近

代
化
と

宗
教
に

関
し

て
、

何
か

、

共
通

の

課
題
や

有
効
な
分
析
概
念
が

見
出
せ

な
い

か、

そ

し

て
、

そ

れ
を

も
っ

て
、

再
度
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

中
心
の

学
会
と

「

対
話
」

が

で

き

な
い

も
の

だ

ろ

う
か
、

そ

ん

な

こ

と

を

帰
り
の

飛
行
機
で

考
え

た
。

次
回
の

SISR

／

ISSR

の

大
会
は
、

二

〇
〇
五

年
七

月、

ク

ロ

ア

チ

ア

の

首
都
ザ

グ
レ

ブ

で

開
催
さ
れ

る
。

ま

た、

こ

の

年
の

三

月
に

は、

正

AHR

の

大
会
が

三

月
に

東
京
で

開

催
さ

れ

る
。

そ

れ

ま

で

に

何
か

東
ア

ジ
ア

の

研
究
者
で

共
通
の

研

究
課
題
を

見
つ

け
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト

が

で

き
な
い

か、

そ

ん
な

こ

と

を
思
い

な

が
ら

帰
国
し

た
。
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